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今の時代がどうこうでなく、太宰府に持って生まれたものがあるという前提に立って基本構想があっ

てもいいという考えもあっていいのではと思う。 

副会長 将来像は、どこのマスタープランでもそう大きく変わっていくものではない。福岡市でもほとんど変

わっていない。20 年を１つの区切りとしたらほとんど変わらず文言が若干変わっているくらい。それ

くらいある意味非常に細かいところを決めるのでなく、大きな漠とした太宰府に住む人間の誇りやい

ろいろなものを喚起させるものとしては、この将来像は変わると言っても大きなものではないだろう。

ただし、その次の文言ですね。解説している言葉、たとえば「まほろばの里づくり」これは市民意見

を入れて変えたということにしても、先ほど後で入れましたと言われた「市民生活の向上」というと

ころが、この中でうまく説明できていないのではないでしょうか。まほろばという言葉は素晴らしい

言葉だが、それをもっとこの中で昇華する形で、基本構想をこの場で煮詰めていく必要がある。たと

えば、大項目で 6 つ出てくる、はっきり言って項目の中でやらなければいけないことがずらっと書い

てあるだけで、先ほどどなたかが言われたように、優先順位を私たちがつけないといけないが、これ

だけでは、どのマスタープランの審議をするにしても一緒ですが、これだけでは要するに血も肉も通

っていない、イメージがわかないですね。これをどういうイメージを沸かせられるかをこの中で議論

できるか。例えば、市民意識調査などで「住みやすい」という言葉があるが、ここに長く住みたいと

思っているが、片方で、先ほどどなたか言われましたが、高齢者がまちに買い物に行きにくい。例え

ば都市計画審議会などでも、終わった後に、太宰府に住んでいる方が「ほんとうに死ぬまで太宰府に

いられるのか」というようなことを言われ、ずっと住んでいる方にも不安などがあるわけです。「本

当にここなのか。年とったら福岡に行った方がいいのか」などと言われる。それを解決すべきことと

いうようなことで、少なくともこの大綱などの優先順位をどうやって市民側で組み変えていくのかと

いうことと、次の基本計画、これにどう連動させるかが実はここでの大きな役割で、時間が足りない

のは確かですが、基本的には自分が住んでいるという経験がものをいうのではないかと気がしていま

す。肉付け、姿形がおぼろげにみえるような、文章なり、そういうようなやり方に、みんなでやって

いく中で 1-2 回延びるような形でいけるのではないか。例えばそれが 1 回ではなくて、2 回でも、は

っきり言って相当がんばらないといけないが、それが役割だと思っているので、あまりスケジュール

を延ばすとかそういうことでなく、言葉がどうだとか、内容や優先順位などで議論ができればいいと

思います。 

会 長 今進め方でみなさんの意見を聞いていますが、期限が後ろで決まっている中で、どのように進めてい

くのが理想か、法的に延ばせるか、延ばせないか。いろいろな意見をいただきましたが、みなさんの

意見を聞くと回数的に足りないのではないかと私なりに判断するところですが、少なくとも事務局側

としてはどこまで延ばせるか、ここに線が引いてありますが、事務的な処理や議会についての説明を

聞きましたが、私たちに与えられる審議の期間についても若干コメントをいただければと思います。 

経営企画課長  基本的には、審議する前から間に合う間に合わないということではなく、まずはやっていただき、現

行としてはまず 10 月中旬を目指してやっていただきたい。最低 10 回と書いているだけで、10 回でな

んとかしてくれという話ではありません。他市の話を聞くと 15 回くらいいるのかなどとも考えていま

すが、しっかり議論して修正していただく必要があるということで、今のところのイメージとしては

15 回くらいを考えておりますが、それでも足りなければもっと増やす必要もあり、そうなると毎週 1

回のペースになります。とりあえずは動き出してみて、状況をみながら検討させていただければと思い

ます。 


















